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沖縄市における 

自立支援のゴールを目指した 

食支援について考える地域円卓会議 
 

困窮世帯の自立支援のための食支援を目指した、 

寄付者・企業・市民・行政・つなぎ手の参画の仕組みについて考える 

 

実施報告書 
 

日  時： 2024 年 12月 5 日（木）15:00-17:30（受付開始 14:30-） 

場  所： 沖縄市社会福祉センター 2 階ホール（沖縄県沖縄市住吉 1-14-29） 

主  催： 社会福祉法人 沖縄市社会福祉協議会 

共  催： 公益財団法人みらいファンド沖縄 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】沖縄市における自立支援のゴールを目指した食支援について考える地域円卓会議 

■日  時：2024 年 12 月 5 日（木）15:00-17:30 

■場  所：沖縄市社会福祉センター 2 階ホール 

■着席者数：8 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：29 名（行政、NPO・市民団体等、企業等） 

■主  催：社会福祉法人 沖縄市社会福祉協議会 

■共  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

■協  力：NPO法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 
 
 

困窮世帯の自立支援のための食支援を目指した、 

寄付者・企業・市民・行政・つなぎ手の参画の仕組みについて考える 
 

沖縄市社会福祉協議会では支援者や地域住民とともに困窮世帯の相談や支援に取り組み、制度や支援者につな

ぐまでの間の食品や日用品の配布も行ってきました。コロナ禍、物価高騰でそのニーズは拡大し、2024年 9月に

開所したフードバンクセンターをその拠点として機能させていく計画ですが、困窮世帯の自立支援の全体像やス

テークホルダーの構図の中で、どのような役割を担えるのかを共有し、その役割を持続的に担っていくために必

要な食品寄付、寄付食品の管理に伴うコスト、そこに地域住民はどのように協力できるのかなどを議論します。 

センターメンバー 

 

神山 義久 

社会福祉法人 

沖縄市 

社会福祉協議会 

福祉総合相談係 

係長 

 

内間 安研 

沖縄市役所 

こども相談健康課 

主幹 

 

山下 千裕 

一般社団法人 

くじら寺子屋 

代表理事 

 

古堅 春樹 

株式会社薬正堂 

常務取締役 

 

奥平 智子 

NPO法人 

フードバンク 

セカンド 

ハーベスト沖縄 

代表理事 

 

糸数 美樹 

タレント 

ミキトニー 

神山 義久 （社会福祉法人 沖縄市社会福祉協議会 福祉総合相談係 係長） 

 

北中城村における認知症の方も参画可能な 

農福連携を実現させるためのネットワークづくりを考える 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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■今後のアプローチの方向性 

１) 食支援は困窮世帯の自立支援の一環としてあるもの。地域に暮らすひとりひとりがス

テークホルダーとしてつながり、困窮世帯の現状やニーズ、フードバンクセンターの

取り組みについて、地域で暮らす人々が知ることが重要。そのために福祉の専門職、

自治会などの垣根を超えて地域に住む人々を対象にした広報・啓発活動に力を注いで

いく必要がある。 

２) 継続的な食支援に必要な安定的な食料確保のために、食支援は自立（食支援が必要な

い状態を）を目指すものであり、誰にどれくらい届いたか、どのように自立に繋がっ

たか、利用者に負担を強いない方法で、繋ぎ手、支援者などから寄付をする側に 1 対

1 のコミュニケーションをとり、寄付文化を浸透させていくことが必要。 
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■参加者によるサブセッション 

 

困窮世帯の自立支援のための食支援を目指した、 

寄付者・企業・市民・行政・つなぎ手の参画の仕組みについて考える 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

~感想~ 

 1 つだけの支援ではなく包括的な支援が必

要 

 連携が求められる 

 支援したい市民がどのように関わっていけ

るのか 

 自治会に入ってない保護者にどのように情

報を届けるか 

 子どもたちは学校でガマンして居場所で発

散している 

 食は生死に関わるから社会で解決していく

問題 

 寄付の中に外国産があると利用者に抵こう

がある 

 寄付の量が減っている 

 地域住民が社協の存在を知らない 

 利用者側の自立につながる支援をしないと

永続的な支援になってしまう 

 利用者と関わりを深めすぎてしまうと拒否

反応がでてこなくなってしまうケースもあ

る 

 声をあげにくい保護者が多いが子どもから

関係を築いて声をききとる 

 

②  

➀受け取ったがわの可しか、いかにこうけん

しているか 

➁キョリ間→渡すがわと受け取るがわの社

会貢献度 

➂企業とのつながり 

 

 

③  

 大口の企業寄付、センター運営の維持きびし

い 

 CNひつよう 

 個別支援 

 見守り用 

 基金→必要 物品寄付 

 SDGｓ 

 品質管理 

 寄付の周知など 

 きっかけ→ファミマ 郵便局 

 フードバンク 

 フードドライブ 

支援者にとって→好まないものある 

 ルールづくり 

 ポスターを分かりやすく、応援したくなるよ

うな 

 ポスター→周知 

 中部、基地からの寄付もあり 

口に合わない 

 

④  

➀人件費 5～600 万 週 3 日 AM・PM 

職員常駐 

→職員のスキルアップ・処遇改善 

 ➁保健所の許可がおりなければカットでき

ない（パパイヤ・トウガン） 

冷凍・冷蔵 

➂反響：世帯ごとで困っている 

➃企業からのキフ：米など（送料） 

事業を持つと自主財源・・・？ 

➄キフに頼る環境にギモン 
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⑤  

 届いていない現実…（情報） 

→社協、発信ヘタ…？ 

 福祉関係者は社協のサービス使っている。 

…でも福祉以外は？？ 

→対個人とどうつながる？ 

まずは活動を知ってもらうの大事！ 

 企業の社会貢献 

→情報を知らないことが多い 

（社長が直接市とつながり、支援団体につな

がった…その後は直接支援団体へ） 

 食ロスが少なくなっている状況…。 

 寄付の窓口がいろいろある…。 

資金があると活動が充実する？ 

（県のこども関係の窓口など？） 

 

⑥  

 情報を流す CM（場所の） 

 テロップをつける 

 寄付までのステップ 

 寄付の文化を日本でどう根付かせるか 

 何で知らないんだろう？ 

 一般の人も来れるものとへいせつする 

→目につく場所にあってもいいかも 

ポップアップでイベント的に 

 まず何をしたら？というのがイメージでき

ない 

 となりの家すら知らない 

 情報がたりない⇔双方 

 SNS 等メディアの方がいいのかも？ 

 

⑦  

フードがある場所にはある 

しかし、困っている世帯もたくさんある 

両者のつながり不足 

個人情報の扱い 
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沖縄市における自立支援のゴールを目指した 

食支援について考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2024 年 12月 5日（木）15:00‐17:30 

・場所：沖縄市社会福祉センター 2階ホール 

・着席者：8名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：29 名（行政、NPO・市民団体等、企業等） 

（アンケート回収 14 名、回収率 48％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

４．満足度 

平均：4.8（5 点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

普通 

2. 

あま

り満

足し

てい

ない 

1. 

不 

満足 

未 

記 

入 

10 名 3 名 0 名 0 名 0 名 1 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 支援側と直接現状を伝えることができた。 

 くじら寺子屋さんなど、現場の方の活動内容

を知ることができた。 

行政や支援団体を様々な立場の方から課題

を話し合うことで理解が深まった。 

各着席者より現場の現状や課題を深く知れ

て良かったです。・支援者の食ニーズを把握

できていないまま食支援をしていることも

あると分かった。持続的な食支援を行うため

にも各ステークホルダーの協力作りの構築

が必要だと分かった。 

 食支援についての現状を、新聞や TV などで

得られる情報より多くリアルに知ることが

でき、課題について考えるキッカケとなり、

学びとなりました。センターメンバーの様々

な立場からの意見が、支援される側の声も反

映している部分もあり食支援のみの円卓会

議ではないスケールの話だと感じました。

（包括支援） 

 企業とのつながりの重要性を再認識できた。

企業が取り組んでいることを知ることがで

きた。 

 色々な気づきがあった。 

 事業運営の悩みの共有ができた。同じ悩みを

事業所として持っている。 
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 善意が集った会でした。 

 フードバンク事業の運営について社協だけ

ではなく企業や行政、市民、さまざまな視点

から考えることが出来た。 

 

（４．概ね満足） 

 プログラムがしっかりしており、課題と解決

策、アイデアが短時間で抽出する事ができた

のではないでしょうか！ 

 もうちょっと深めたかった。地域やステーク

ホルダーのつながりも大事ですが、本来の役

割を考えてフードバンク続けるかどうかも

う一回ねるとか。 

 現状を聞けたのはよかった。「自立支援のた

めの」が少しよくわからなかった。 

 

（満足度未記入） 

 多くの困窮世帯を見守ってきた中で、自立に向けた

支援の一部である「食問題」について興味があるた

め。維持費、運営費、人件費の問題。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 情報が伝わっていない 

 フードバンクセンターが支援相談の窓口に

なっているという別の役割についても驚き

ました。困っていても、言えない環境の方々

にとってはちょっとしたキッカケも大切だ

と気づかされました。グループワークで、実

際にフードバンクを利用している方より、自

主財源の確保が本当に難しいという声があ

りました。大きい企業の支援は必須という意

見もありましたが、地域の企業の広告宣伝費

を徴収して収入にしたり、フードバンクの自

主事業を行って財源の確保を試みたりそう

いった努力は必要かと考えました。 

 食料のマッチングアプリ（内間さん） 

くじら寺子屋の山下さんが同じようなこと

をしたいという人に団体設立支援活動をさ

れていること 

 想像しているよりも助けたいと考えている

企業に身近な企業が多い。食料支援のマッチ

ングアプリ、対象者を含めた問題解決チーム。 

 情報の重要性と同時に直接コンタクト、いつ

もそこに居てささえる、つながる重要性。 

 幾らくらいだったら払うことができるか？

という問いに千円位ならということで輸送

費の一部にあてられる。 

マッチングアプリ等の開発 

 フードバンク事業をアプリ化する 

支援される側の人も参加してもうらうとい

う意味で少額有料化する 

当事者も含めてチームを作る 

いつもそこにいる大人の存在 

 企業のコマーシャル（タイム）を提供しても

らう。 

 フードのマッチングアプリ 

企業協力 

受け取り側を可視化する 

 3 分の 1 が相対的…といっているが、今日の

グループではそんな人を見たことがない、と

いうことで深めた方は少し違った方向にな

ったような気もしてちょこっともやもやし

ていました。 

 寄贈されるフードの数、ストックされている

フードの数、困窮世帯の数、子ども貧困の数、

それぞれのアンバランス感→いかにマッチ

ングがうまくいってないのか…？成功体験

の話をきくと、フットワークの軽さ、発想の

豊かさ…情報発信、アフターフォロー。 

 

７．会議運営についてのご意見・感想等 

 様々な立場からの意見がきくことができて

よかったです。 

 定期開催し、社会課題に立ち向かうチームを

いっぱい作れる流れを作れるといいな。 

 意見ではなくアイデアですが、献血者のよう

に企業訪問して食料を集めてもよろしいの

では。 
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 板書の方がすばらしかったです。安谷屋さん

の進行も good です。 

 公的機関、各団体、行政、企業そして、マス

コミ（アナウンサー）市民の一人との声は、

あたり前の声だった。自立の指標は？どこま

でを支援の対象としていくか、ゴールは。 

 次のステップに期待しています。チームづく

り等… 

 会場の作り方がざんしん→参加者が本気で

考える空気感が良い！ 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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